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定 例 会

12日 ～18日

月月　平成18年第４回行方市議会定例会は、12月12日から18日までの

７日間の会期で開催されました。

　本会議では、条例の一部改正や一般・特別会計補正予算など全15議

案が提出され、慎重なる審議の結果、いずれも原案のとおり可決され

ました。

No.6
行方市

条
　
　
　
　
　
例

そ
　
　
の
　
　
他

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

市
立
幼
稚
園
授
業
料
等
徴
収
条
例
の

一
部
改
正

土
地
改
良
事
業
の
計
画
変
更

市
観
光
物
産
館
の
指
定
管
理
者
を
指
定

鹿
行
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更

　
玉
造
中
学
校
校
舎
改
築
工
事
（
建

築
工
事
）
の
請
負
契
約
を
結
ぶ
た
め
、

次
の
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

・
契
約
方
法

　
　
一
般
競
争
入
札

・
契
約
金
額

　
　
13
億
95
万
円

・
契
約
相
手

　
　
大
成
建
設
株
式
会
社

　
　
東
京
支
店

　
　
常
務
役
員
支
店
長

　
　
市
原
博
文

・
工
期

　
　
平
成
18
年
12
月
19
日
〜

　
　
平
成
20
年
３
月
10
日

　
現
在
、
市
職
員
を
派
遣
で
き
る

団
体
と
し
て
、
行
方
地
方
広
域
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
市
社
会

福
祉
協
議
会
等
を
指
定
し
て
い
ま

す
が
、
新
た
に
、
市
開
発
公
社
も

加
わ
り
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
市

立
幼
稚
園
の
授
業
料
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
ま
す
。

・
園
児
一
人
に
つ
き

月
額
２，
０
０
０
円

　
　
　
←

　
　
３，
０
０
０
円

 

　
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
地
方

自
治
法
が
一
部
改
正
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
規
約
の
一
部
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

・「
収
入
役
」
は
「
会
計
管
理
者
」、

「
吏
員
、そ
の
他
の
職
員
」
は
「
職

員
」
と
な
り
ま
す
。

・
訪
問
介
護
事
業
を
共
同
処
理
事

務
と
し
て
行
い
ま
す
。

�

　
藤
井
地
区
の
基
盤
整
備
促
進
事

業
（
農
道
）
は
、
平
成
14
年
度
に

着
工
し
、
平
成
19
年
度
完
了
を
目

指
し
て
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

工
法
変
更
等
に
伴
い
総
事
業
費
が

減
額
と
な
っ
た
た
め
、
事
業
計
画

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
の
団
体
を
指
定
し
ま
し
た
。

・
指
定
管
理
者

玉
造
甲
１
４
５
１
番
地
１

株
式
会
社
玉
造
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー

代
表
取
締
役
　
風
間
忠
男

・
指
定
期
間

平
成
19
年
３
月
22
日
〜

平
成
22
年
３
月
31
日

1212

玉
造
中
学
校

校
舎
改
築
工
事
（
建
築
工
事
）

13
億
95
万
円
の
請
負
契
約
の
締
結

〔建築概要〕

鉄筋コンクリート　２階建

延べ床面積　　　 6,310�

〔建築概要〕

鉄筋コンクリート　２階建

延べ床面積　　　 6,310�

可
決
可
決



3 行方市
No.6

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
置

問
　
財
政
力
の
弱
い
と
こ
ろ
に
高

齢
者
が
多
い
が
、
共
通
経
費
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
今
ま
で
１
０
０
％
市
の
負
担

で
あ
っ
た
の
が
、
広
域
化
す
る
こ

と
で
、
負
担
が
平
準
化
さ
れ
ま
す
。

高
齢
化
率
の
高
い
市
町
村
に
過
度

な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
経
費
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
観
光
物
産
館
の
指
定
管
理
者
●

問
　
観
光
物
産
館
（
以
下
物
産
館
）

の
指
定
管
理
者
に
補
助
金
等
を
つ

け
る
の
か
。

答
　
委
託
金
は
な
い
方
向
で
進
ん

で
い
ま
す
。
将
来
も
負
担
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
仮
に
、
損
失
が
出
た
場
合
に
は
、

指
定
管
理
者
が
責
任
を
取
り
ま
す
。

問
　
物
産
館
に
人
的
派
遣
は
し
な

い
の
か
。

答
　
指
定
管
理
者
が
募
っ
て
雇
用

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
行
政
改
革
と
し
て
職
員
を
削
減

し
て
い
く
中
で
、
今
後
開
発
公
社

か
ら
の
職
員
の
引
き
揚
げ
、
配
置

転
換
で
臨
時
職
員
を
な
く
し
て
い

く
方
向
で
す
。

問
　
艇
庫
が
物
産
館
か
ら
の
景
観

を
損
ね
る
と
、
撤
去
の
要
望
が
出

た
場
合
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
今
あ
る
施
設
を
最
大
限
利
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
特
に
、

帆
引
き
船
も
観
光
面
で
利
用
し
た

い
の
で
、
撤
去
は
将
来
改
め
て
考

え
ま
す
。

問
　
物
産
館
の
最
も
必
要
と
す
る

と
こ
ろ
を
お
聞
き
し
た
い
。
都
内

へ
の
行
方
市
の
農
産
物
の
発
信
基

地
に
し
て
欲
し
い
。

答
　
現
在
県
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
で
、
行
方
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ

方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。
指
定
管

理
者
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
、
行

方
の
観
光
・
農
水
産
物
を
Ｐ
Ｒ
で

き
る
場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問
　
物
産
館
の
販
売
者
の
参
加
申

込
み
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　
現
在
法
人
が
11
、
個
人
が
１

５
３
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
。

　
行
方
の
産
物
を
中
心
に
出
品
す

る
人
で
あ
れ
ば
構
わ
な
い
の
で
、

定
数
は
あ
り
ま
せ
ん
。
販
売
し
た

い
人
に
、
で
き
る
限
り
出
店
を
い

た
だ
く
考
え
で
す
。

　
県
内
全
市
町
村
が
加
入
す
る
、

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
の

事
務
を
行
う
た
め
の
組
織
「
茨
城

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

の
設
置
を
認
め
ま
し
た
。

◆医療機関等での患者の負担は･･･
１割（所得の高い方は３割）
です。

◆保険料は･･･
・広域連合が、県内均一で賦課し、
市町村が徴収します。

・年額18万円以上の年金受給者
は年金から天引き（特別徴収）
となります。

・介護保険料との合計額が年金
額の1/2以上になる場合は、口
座振替等（普通徴収）となり
ます。

・低所得者に対する減額制度が
あります。

◆広域連合の財政運営の仕組み･･･
・患者負担を除く医療費は、被
保険者の保険料、現役世代か
らの支援及び公費負担で賄い
ます。
・広域連合の運営経費は各市町
村の分担金で賄います。

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

と
は

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
現
行
の

老
人
保
健
制
度
が
改
正
さ
れ
、

新
た
に
独
立
し
た
制
度
と
し
て

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
財
政
規
模
を

拡
大
し
財
政
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
県
内
全
市
町
村
が

加
入
し
て
構
成
す
る
「
広
域
連

合
」
を
設
立
し
て
財
政
運
営
を

行
い
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
は
、
75
歳
以
上
の
方
及

び
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定

以
上
の
障
害
を
持
ち
、
広
域
連

合
長
が
認
定
し
た
方
で
す
。
被

保
険
者
は
、
現
在
加
入
し
て
い

る
国
民
健
康
保
険
や
被
用
者
保

険
（
社
会
保
険
）
か
ら
脱
退
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こんな質問が
ありました。
（掲載されてい
るのは質問の一
部を要約したも
のです）

質
　
疑

質
　
疑

保険料
（１割）

患者
負担

現役世代からの支援
（約４割）

国
保

被用者保険
（社会保険）

公費（約５割）

国：県：市町村
＝４：１：１

[広域連合]

＊＊＊＊＊後期高齢者医療制度の仕組み＊＊＊＊＊

社会保険診療
報酬支払基金

医療保険者
（国保・健保組合等）

各医療保険（国保、社保等）の被保険者
（０歳～74歳）

〔
年
金
か
ら
天
引
〕

〔
口
座
振
替
等
〕

保険料

交付

一括納付

●
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
●

被保険者
（75歳以上）

後期高齢
者の心身
の特性に
応じた医
療サービ
ス

〔　 　　  〕
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問
　
高
齢
者
福
祉
対
策
事
業
に
つ

い
て
説
明
を
。

答
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等

を
対
象
と
し
た
老
人
日
常
生
活
用

具
給
付
等
事
業
が
あ
り
ま
す
。
電

磁
調
理
器
、
火
災
報
知
機
、自
動
消

火
器
が
現
在
の
給
付
種
目
で
す
。

　
予
算
の
補
正
に
よ
り
、
家
具
の

転
倒
防
止
器
具
と
い
う
種
目
を
増

や
し
ま
す
。

問
　
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
の
説
明
と
そ
の
効
果
は
ど

の
く
ら
い
か
。

答
　
企
業
や
自
治
体
の
経
営
者
の

側
面
に
立
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

の
分
析
や
評
価
、
シ
ス
テ
ム
の
内
容
・

コ
ス
ト
の
適
正
を
判
断
し
て
助
言

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
予
算
編
成
中
で
す

が
、
お
よ
そ
１，
０
０
０
万
円
程
度

の
費
用
削
減
効
果
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

問
　
北
浦
中
学
校
体
育
館
は
、
解

体
の
必
要
性
は
あ
る
の
か
。

答
　
北
浦
中
学
校
は
、
平
成
18
年

９
月
に
講
堂
が
完
成
し
、
体
育
館

は
必
要
な
い
の
で
、
国
の
補
助
金

で
解
体
し
ま
す
。

問
　
幼
稚
園
の
来
年
度
の
対
象
人

員
は
何
名
か
。
入
園
は
何
名
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

答
　
４
・
５
歳
児
２
１
０
名
が
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
入
園
は
、

そ
の
６
割
か
ら
７
割
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

問
　
降
園
後
の
預
か
り
保
育
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
　
平
成
19
年
度
か
ら
は
、
教
育

委
員
会
で
、
行
方
市
全
体
で
午
後

３
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
預
か
り

保
育
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

午
前
７
時
半
か
ら
午
前
８
時
半
ま

で
の
朝
の
預
か
り
保
育
も
実
施
し

ま
す
。一

般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

は
、
議
案
の
一
部
訂
正
後
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

１億4,732万　

3,000円

2,725万2,000円

2,211万7,000円

31万8,000円

805万2,000円

848万1,000円

一　般　会　計
174億1,837万　

1,000円

48億7,974万　

3,000円

24億3,877万　

8,000円

４億2,191万　

8,000円

５億4,075万　

2,000円

５億5,998万　

1,000円

特
　
別
　
会
　
計

ITコーディネーター業務委託／231万６千円
特定防衛交付金による道路整備（調査設計）／800万円
農業委員会委員一般選挙／△1,239万４千円
国民健康保険繰出金／2,322万円
高齢者福祉対策費（日常生活用具給付費）／148万８千円
介護保険繰出金／2,211万７千円
インフルエンザ予防接種委託／330万円
ごみクレーン用自動システム更新工事／924万円
水田農業対策事業補助金／799万９千円
園芸農業振興事業補助金／5,517万４千円
県単農道整備事業／△4,840万円
北浦中学校体育館解体工事／1,867万２千円
幼稚園備品購入費／727万８千円
玉造統合幼稚園外構工事設計業務等／723万５千円
道路河川災害復旧工事／3,462万円
養神台公園災害復旧事業／2,639万８千円
職員（特別職・一般職員等）給与費／△2,723万7千円

保険基盤安定繰入金／3,688万４千円
職員給与費／△1,366万４千円

介護サービス等諸費／△371万３千円
高額介護サービス費負担金／371万３千円
職員給与費／2,211万７千円

公債費／39万３千円

施設管理費／876万３千円
公債費／137万１千円
職員給与費／△205万９千円

公共下水道整備事業（河川防災費）／323万円
霞ヶ浦水郷流域下水道建設負担金／544万９千円

国民健康保険

介 護 保 険

農 業 集 落

排 水 事 業

特定環境保全

公共下水道事業

流域関連公共

下 水 道 事 業

項　目 総　額補正額 主な内容

平成18年度  補正予算

No.6
行方市

こんな質問が
ありました。
（掲載されてい
るのは質問の一
部を要約したも
のです）

質
　
疑

質
　
疑

※

※
Ｉ
Ｔ
…「
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ

ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
（
情
報
技
術
）」

の
略
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
や
デ
ー
タ
通
信
に
関
す

る
技
術
を
総
称
的
に
表
し

ま
す
。

ロ

ジ

ー
イ

ン

フ

ォ

メ

ー

シ

ョ

ン

　

 

テ

ク

ノ
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依
然
と
し
て
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
本
議
会
は
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
飲
酒
運
転
の
撲
滅
に
邁
進
し
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
確
立
の
た
め
、
次
の
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。 飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言

飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言

次の定例会は
　　３月予定です。

傍聴してみませんか？

過去の「行方市議会だより」

を行方市公式ホームページで

見ることができます。

http://www.city.namegata.

ibaraki.jp/

飲酒運転撲滅に関する決議

　交通事故のない安全で安心して暮らせる社会の実現は、市民すべて

の切実な願いであるとともに、長年の課題でもある。

　しかしながら、全国的に悪質な飲酒運転による交通事故が多発して

おり、飲酒運転の厳罰化やその危険性が再三にわたって指摘されてい

るにもかかわらず、後を絶たない状況である。

　飲酒運転は、悲惨な事故により尊い命が一瞬にして奪われてしまう

こと、そして、家族に深い悲しみと不幸をもたらすことを真摯に受け

止め、本市は、こうした事故を起こさないよう、市民とともに飲酒運

転を追放する決意を新たにする必要がある。

　飲酒運転撲滅のためには、運転者の交通安全意識の向上はもとより、

家庭や職場、地域が一体となって、「飲酒運転は絶対にしない・させ

ない」という強い意志を示すと同時に、交通安全の普及・啓発等の施

策を強化しなければならない。

　よって、本議会はここに改めて交通安全意識の徹底と交通ルール・

マナーの遵守を強く呼びかけるとともに、関係機関・団体との連携を

強化し、市をはじめ市民と一体となって飲酒運転撲滅に向け全力を挙

げて取り組むことを宣言する。

　以上、決議する。
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　本会議の傍聴は自由です。会議
当日、先着順に受付します。傍聴
席は44席です。
　定例会は、3・6・9・12月の年
４回開催されます。
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